
主催：日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 愛媛県地方部会 協賛：補聴器販売店協会
株式会社日本コクレア

市民公開講座
「聴こえをとりもどそう」

◆加齢性難聴について
人の言葉が聞き取りにくくなったと感じることはありませんか？
加齢性難聴は、年齢を重ねるにつれて音を感じる能力が低下する現象（感音難聴）のこと。
聴力の低下は生活に大きな影響を及ぼし、認知症につながる危険性も秘めています。

◆補聴器でも聴きとりにくい方へ
講演では、難聴と認知症の関係や、最新の難聴治療として補聴器・人工内耳※について分かりやすくお話します。
聴こえでお悩みの方、補聴器を装用しているけれど満足されていない方など、聴こえでお悩みの方は
是非ご参加ください。

※人工内耳とは、高度・重度難聴の方が対象となる医療機器で、健康保険の対象です。

日時

2026年 3月8日
13：30〜16：00（受付開始予定13：00）
15：00より個別相談会

日

定員

先着 100名（要事前申し込み）
申し込み締切：3月6日（金）
・情報保障/要約筆記　・参加無料

会場
E3ホール（松山三越６Ｆ）
〒790-0001　愛媛県松山市一番町3-1-1

南側入り口（二番町通り）から入りカフェDUMBOを
超えてすぐの右手エレベーターより６Ｆに上がっていた
だくとＥ３ホールになります。

株式会社日本コクレア イベント事務局
メール：apac-japan-info@cochlear.com

お問い合わせ先

プログラム

よく食べ、よく喋り、よく眠り、
認知症を予防しよう
日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 前理事長　
名古屋市立大学名誉教授　村上 信五 先生

● 講演1

● 講演2 聴こえ8030運動 
－日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会の取り組み－
愛媛大学医学部耳鼻咽喉科 教授　羽藤 直人 先生

● 講演3 “聞こえにくい” をあきらめない 
－人工内耳のはなし－
愛媛大学医学部耳鼻咽喉科　寺岡 正人 先生

● 個別相談【15名】　● 質疑応答

■ Web サイトからお申し込みの場合
QRコードよりお申し込み下さい。

https://business . form-mai ler . jp/
fms/935d1574274985

■ FAXでお申し込みの場合裏面の参加申し込み
用紙にご記入の上、06-6201-1168までお送り
ください。

お申し込み方法



2026 年　　　月　　　日2026 年 3 月8日（日）松山開催

市民公開講座　参加申し込み用紙

F A X ： 06-6201-1168
下記にご記入の上、FAXにてお送りください。

※ご記入いただきました個人情報は、個人情報保護ならびに法令順守の観点から厳重に管理いたします。
　今後のイベント等、人工聴覚器に関する情報提供をさせていただくことがございます。ご理解の程よろしくお願いいたします。

代表者
フリガナ

・メールアドレス：
・電話番号：
・郵便番号：

お名前

● イベントへの参加はどなたのためですか
□ ご本人　 □ 配偶者　 □ 父／母　 □ お子さま　 □ 親族　 □ 友人　 □ その他

● 参加者（2人目）のお名前

きこえでお悩みの方についてお差支えなければ、下記にご記入ください。
● ご年齢をお選びください
□ 3歳未満
□ 3〜17歳
□ 18〜29歳

□ 30〜49歳
□ 50〜64歳
□ 65〜79歳

□ 80歳以上

● 現在のきこえについて
□ 聞こえにくさはない 
□ 聞こえにくさはあるが補聴器は装用して

いない 

□ 補聴器を装用したら聞こえる
□ 補聴器を装用してもほとんど聞こえない   
□ その他（　　　　　　　　　　　　　）

● 補聴器、人工内耳の装用について
□ 装用していない
□ 補聴器を装用（片側）
□ 補聴器を装用（両側）

□ 人工内耳と補聴器を装用
□ 人工内耳を装用

● きこえについてご質問等ございましたら、ご記入ください。

● イベント情報を何で知りましたか？
□ 病院・クリニックで知った
□ 補聴器店で知った
□ 折り込みチラシで知った
□ SNS・インターネット

□ 家族・友人・知人の紹介
□ コクレアからの案内
□ その他（　　　　　　　　　　　　　）


